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事例問題 

事例 

甲社長（65歳）は、40年前に設立した A社（機械部品製造業、従業員数
20人、売上高 20億円、当期純利益 3千万円、純資産 3億円）の創業者であ
り、株式 10,000株（発行済議決権株式の 100％）を所有し、これまで代表取
締役社長として頑張ってきました。 
甲社長は、学歴がなく、資金も人脈もないという状況から、モノ作りが好

きで 365日休まず働き続け、度胸で事業を立ち上げて成功者となりました。
甲社長は、これまで「生涯現役で何が悪い、俺は死ぬまで仕事を続けるぞ。」

と公言しています。 
一方、後継者候補と位置づけられている長男の乙氏（40歳）は、高卒後、

定職に就かず夜遊びで荒れた生活を送った後、24 歳のときに A 社に入社し
ました。現在は、原材料の購買管理の仕事に従事しています。 
ある日、甲社長は妻から「一人息子である長男である乙へ社長交代しては

どうか。」「乙はまだ経営者として頼りないけれども、教育して鍛えれば一

人前の経営者になるはずだ。」と言われました。 
後日、中小企業診断士であるあなたは、甲社長から事業承継について相談

を受けました。 
甲社長：「先生、妻から社長を交代したらどうかと言われたんです。どう思

われますか？」 
あなた：「奥様のおっしゃる通りです。そろそろ事業承継を考える時期にな

りました。そのうち一気に体力と気力が落ちて、社長として働くこ

とができなくなりますよ。」 
甲社長：「いや、私はまだ 65歳ですよ。まだ早いでしょう。」 
 
【問1】 甲社長は、なぜ社長交代しようとしないのでしょうか。それに対し

て、事業承継支援の専門家であるあなたは、どのようにアドバイスし

ますか？ 
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甲社長：「社長交代に失敗すると、当社の存続が危ぶまれるということです

ね、よくわかりました、息子の乙を社長にすることを具体的に考え

ていきましょう。」 
あなた：「そうですよ。乙さんには、社外で後継者研修を受けてもらい、社

内では社長の右腕として経営の意思決定の訓練をさせるようにし

ましょう。」 
甲社長：「でも、私は生きがいで、仕事以外にやることがないのです。社長

職から退いたら、これからどうやって生きていけばいいのです

か？」 
 
【問2】 あなたは、甲社長の引退後の生活について、どのようにアドバイスし

ますか？ 
 
 

ヒント 

企業経営 
事業戦略 

事業の収益性・成長性、事業再構築又は新規

事業 
知的資産 顧客関係、営業力、技術・ノウハウ、許認可 

手続き 
支配権の移転 

株式承継（法人）又は不動産承継（個人）、

遺産分割と相続税 
債務の移転 個人保証の引継ぎ、解除 

後継者 
キャリア 社長になる決意と覚悟 
リーダーシップ	  社長と従業員との信頼関係、経営理念 
管理 人事・組織の管理、規則・法令遵守 

 
 


